
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○都市住民との交流による活性化への取り組み

１．集落協定の概要

市町村･協定名 福岡県八女市 納 又
のうまた

協 定 面 積 田（29％） 畑（71％） 草地 採草放牧地
29ha 水稲 茶・野菜

交 付 金 額 個人配分 50％
270万円 共同取組活動 役員報酬 9％

（50％） 農道・水路管理 8％
集落活動 26％
その他 7％

協定参加者 農業者 43人

２．取組に至る経緯

、 、 「 」納又集落は 古くから信仰の地としての寺社仏閣が多数あり 中でも 滝の宮不動尊

周辺は上陽町納又滝公園として観光の設備が整い、多くの観光客が訪れた。しかし近年

は、過疎化・高齢化が進むに伴い、集落自体が衰退し、周辺農地も耕作放棄地が増え、

集落の維持活動も困難になりつつある。

こうした現状を集落ぐるみで何とか打開しようと、共同取組と都市住民との交流を通

じて更なる活性化を図ることとした。

３．取組の内容

年々、高齢化・過疎化が進行しており、農用地の維持管理については、耕作放棄地に

ならないように農作業の共同化を図りながら管理を行っている。また、農道や水路及び

水道などの整備を自分たちの手で相互に協力し合って行っている。その他、鳥獣害防止

対策として、電気防護柵の設置や狩猟免許の取得に取り組んでいる。

都市住民との交流については、昔から培ってきた地域力を発揮し、また、潜在的活力

の掘り起こしを行いながら 「こんにゃく作り 「しめ縄作り 「山菜を採集しての料、 」、 」、

理体験」などのイベント交流に取り組んでいる。

水道整備及びコンクリート舗装による農道の整備 都市住民との交流（しめ縄）



［集落の将来像]
○ 集落住民が農地等の維持管理や交流活動を相互に協力し合って取り組んでいくことにより、豊かで
健康的な暮らしが営まれるような集落形成を目指す。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 農地の維持管理はもちろん、農道・水路・水道の環境整備に取り組んでいく。
○ 都市住民との交流活動を通じて、農産加工品の販売や販路開拓など所得の向上を図っていく。
○ 鳥獣害防止対策として、電気防護柵の設置や狩猟免許を取得し、箱わなの設置を行っていく。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田29ha） 周辺林地の下草刈り 地場産農産物等の加工・販売
（0.1ha、年1回） （漬物、梅干を自家加工し、直

個別対応 売所などで販売を実施、目標5
共同取組活動 戸）

水路・作業道の管理 共同取組活動
・水路1km、年3回 都市住民との交流の実施
草刈り等 （グリーンツーリズム）

・道路3km、年3回 草刈り等 （集落活動拠点施設の整 認定農業者の育成
備） （認定農業者１名を確保、目標

共同取組活動 1名）
共同取組活動

共同取組活動
鳥獣害防止対策
（電気防護柵等の設置等、狩
猟免許の取得）

共同取組活動

集落外との連携
○ 集落内の景観モデル地区調査を大学と共同で行い、今後の地域作りに活かす。
○ 体験イベントにより都市住民との交流を図る。

４．取組による変化と今後の課題等

納又地区の地域活動だけでなく、共同取組についても協力し合って行えるようになっ

たため集落に一体感が生まれてきた。また、従前より集落拠点施設である「滝の宮不動

尊」の周辺整備を行ってきたが、更に本制度を活用して整備の充実が図られた。

今後は都市住民との交流を更に深め、活動を通じて地域の魅力を伝えたり、農産加工

品の販売や販路開拓などの所得向上を目指したい。

［平成21年度までの主な成果］
○ 集落内の景観モデル地区調査（九州大学環境デザイン学科）の実施・・H17年、H18年
○ 都市住民との交流による地域の活性化の取組
・宿泊体験、こんにゃく作り体験の実施（参加者20名、H19）
・堂籠り体験としめ縄づくりの実施（参加者20名、H20）
・春の山菜探しとその食材での料理の実施（参加者20名、H21）

○ 地域興しマイスターによる農家民宿研修・・H20年 ３回


